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Make your patient’s
smile last forever
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LiSi Press
for all Clinica 

 

■あらゆる症例に適応する５つの透過性

■適応症例

「ジーシー イニシャルLiSi（リジ）プレス」には、５つの透過性ラインナップが
あり、形成の厚みや支台歯の色に関わらず、最適な色調が選択できます。

優れた強度審美性により、この材料は、支台歯が天然歯やインプラントでも、ラミネートベニア、前臼歯部の単冠から大臼
歯を含まない３本ブリッジの補綴までご使用いただけます。接着は、光重合型ボンディング材「G- プレミオ ボンド」を応用し
たプライマー併用型の歯科接着用レジンセメント「ジーセム リンクフォース」が適しています。また、特に色調の調整が難し
いラミネートベニアなどの接着前に、レジンセメントの色調確認が行えるトライインペーストもご用意しています。

LiSiプレスを用いたラミネートベニアとクラウンの主な臨床ステップ

「G- プレミオ ボンド」を塗布し、10秒間
処理、強圧エアーで充分（5秒）に乾燥、
光照射（5秒）。

処理したラミネートベニア被着面にレジ
ンセメントを塗布。

❾ 10

ラミネートベニアを圧接。余剰セメント
に1～2秒光照射し、半硬化させ除去。

11

ベニアを各方向から光照射（20秒）。

12

歯冠修復物接着用プライマー「G-マルチ
プライマー」を塗布。

「ジーシー  エッチャント」を用いてラミ
ネートベニア接着面を清掃、水洗、乾燥。

❻

「ジーシー エッチャント」を歯面に塗布し、
充分に水洗・乾燥。

❼ ❽

適合を確認後、トライインペーストを用い
試適し、レジンセメントの色調を選択。

❺

13 14

修復完了。

15

 1  2 ベニア装着完了。 １はプロビジョナ
ルを装着。

 1のクラウンを作製。

■プレスセラミックス作製ステップ（チェアサイド）

❶

シェードテイキング。

❷ ❸ ❹

術前。事故により1～2を損傷。 支台歯形成。  1  2ラミネートベニア、１クラウンを作製。
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In-L

D4D3

LT-D

D2

MT-D2

In-MIn-MIn-MIn-DIn-MIn-L

C4C3C2

MT-C2

C1
HT-E60 HT-E60HT-E59 HT-E59

In-DIn-D

LT-C

MT-C1

B4B3
HT-E59

LT-B

MO-1 MO-2 MO-1 MO-2

B2B1
HT-E57

MT-B2MT-B1

A4
HT-E60

A3.5A3A2A1

MT-A2 MT-A3

LT-A

MT-B0MT-B00 MT-A1

HT-E58 HT-E59

MO-1 MO-2MO-0

Bleach
HT-BLE

In

HT

MT

LT

MO

ー

ー ー ー ー ー ー ー ー

In-D

MT-D3 MT-D4MT-C3 MT-C4MT-B4MT-B3

HT-BLEHT-BLE+HT-EXW HT-E57 HT-E58 HT-E59 HT-E60

HT

MT-B1 MT-B2 MT-C1 MT-C2 MT-D2MT-B0+ MT-B0MT-B00 MT-A1 MT-A2 MT-A3 MT-A3.5 MT-A4

MT

LT-A LT-B LT-C LT-D

LT

MO-0 MO-1 MO-2

MO

In

In-L In-M In-D

透
過
性

高
い

低
い

■ 色調（全55色）
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支台歯形成のポイント セメンティングのポイント

術前 歯面処理 装着エッチング処理 最終硬化シランカップリング処理 術後

●修復物へG-マルチプラ
イマーを塗布し、充分
に乾燥

G-マルチプライマー

試適

《インレーの装着ステップ》

ジーセム リンクフォース
トライイン ペースト

●必要に応じてジーセム リンクフォー
ス トライイン ペーストを用い接着前
の試適による色調確認材
●色調確認後は、充分な水洗・乾燥

※レジンセメント
　同様の4色を
　用意

0.6mm

0.6mm

0.7mm1.5mm

1.2
mm

1.2
mm

1.0
mm1.0

mm

6°
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1.5
mm1.5

mm 1.0
mm

1.0
mm

1.5
mm1.0mm

1.0
mm

6°

1.0
mm

1.0mm6°

●咬合面：1.5mm以上
●軸面部：前歯1.2ｍｍ以上 /臼歯1.5mm以上
●マージン部：1.0mm以上
●軸面形成：2面形成 /6～10度のテーパー
●マージン部形成：10～30度のテーパー
 ：ディープ（ヘビー）シャンファー/ラウンドシャンファー

ポイント
●咬合面：0.7mm以上
●軸面部：0.6mm以上
●マージン部：0.6mm以上
　　　　　 ：咬合接触部/咬耗部は避ける
●形成：エナメル質に出来る限り留める

ポイント
●咬合面：1.0mm以上
●裂溝部の深さ：1.0ｍｍ以上
●裂溝部の幅：1.0ｍｍ以上
●裂溝部テーパー：6度
●隣接面の形成：ショルダー形成

ポイント

オールセラミックス
プレパレーションバー

包装●1函：１セット9本入
単品包装：各形態1本
歯科用ダイヤモンドバー　ジーシー　スムースカット 
一般医療機器　23B2X00038000007
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レギュラータイプ
微粒子タイプ

（単位 ： mm）

B31
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BR6
BR6f

BR5
BR5f

SBR5
SBR5f

PR17 BR20

切端・唇面デプスカット用
軸面形成用

舌面・小臼歯
咬合面形成用

臼歯咬合面
形成用

 舌面窩形成
適度な形態が舌面窩や小臼歯咬
合面の形成を効率よく行います。

 臼歯咬合面形成
軸面形成用のバーで
軸面形態を整えた後、
BR20で咬合面を形
成します。

 前歯支台歯形成
① 切端のデプスカット
② 唇面のデプスカット
③ 軸面形成:適度なテーパーとシャンファー形態が効率                
　 よく形成できます。
※ SBR5は主に小臼歯に使用します。

《マージン形成ポイント》

0.8mm
以上

ラウンドショルダー ディープ（ヘビー）シャンファー ジャンプマージン ナイフエッジ

0.8mm
以上

歯科接着用レジンセメント（デュアルキュア型）

G-CEM LinkForce 接着阻害因子ジーセム リンクフォースを用いた装着フローのポイント
□仮着材・仮封材の残留
□支台歯の汚染
　（プラークなどの沈着物）
□唾液/血液/滲出液
□シリコーンオイル
　（適合検査材）など

✓
✓

✓
✓

インレー／アンレー クラウン
ラミネートベニア 試適・調整

必要に応じてジーセム リンクフォース 
トライイン ペースト
を用い接着前の試適による色調確認
（レジンセメント同様の4色を用意）

装着

ジーセム
リンクフォース

支台歯 仮着材・
仮封材を除去 水洗・乾燥 プライマー・処理・乾燥

《支台歯》

《補綴修復物》
リン酸で清掃し、
充分に水洗・乾燥

シランカップリング
処理・乾燥

修復物の内面を
リン酸で
清掃し、充分に
水洗・乾燥

G-マルチプライマーを
塗布
《目的》レジンセメントとの
接着を促進させるために

歯質

メタル・
レジン歯質 または

レジンセメント

歯質・支台歯接着面処理

G-マルチプライマー

修復物

修復物
接着面処理

G-マルチプライマー

G-プレミオボンド＋
G-プレミオボンドDCA

1：1混和

ジーセム
リンクフォース

仮着材などの取り
残しがないように除
去する

ラミネートベニア 1｜2 クラウン ｜1

●ラミネートベニア/クラウンの症例

イニシャル
LiSi プレス
イニシャル
LiSi プレス

歯科接着用レジンセメント（デュアルキュア型） ジーセム リンクフォースの特長
：ジーセム リンクフォース
：自社従来製品

リチウムシリケート
ガラスセラミックス

（イニシャルLiSiプレス）

ジルコニア※ セラミックス 金合金 ハイブリッドレジン
（CAD/CAM冠含む）

【試験方法】  ISO 11405: 2015に準拠、表面状態: #600研磨、
セメント硬化方法: self cure、24時間後の接着強さ
※ジルコニアのデータはジーセム リンクフォースのみ
ジーシー研究所データ
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【試験方法】ISO 11405: 2015に準拠、
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24時間後の接着強さ
ジーシー研究所データ
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■  接着強さ【MPa】

【試験方法】 ISO40409: 2009に準拠
ジーシー研究所データ

：光照射なし
：光照射あり

ジーセム リンクフォース 自社従来製品
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■  曲げ強さ【MPa】

G-プレミオボンド＋
G-プレミオボンドDCA

●各液をディスポディッシュに1滴ずつ採取と
充分（5秒間）に混和
●混和液を歯面に充分に塗布し20秒間放置
●強圧エアーで充分（5秒間）に乾燥

1：1混和

ジーシー エッチャント

●試適後の修復物の清掃/窩洞部エナ
メル質のエッチング処理
●エッチャントを塗布後は充分に水
洗・乾燥

ジーセム リンクフォース/レジンセメント

●最終硬化
・光照射：各方向か
ら20秒照射
・化学重合：口腔内
セット後4分間保
持

●修復物接着面にレジンセメントを
塗布し装着
●余剰セメントの除去
・光照射：約1～2秒照射
・化学重合： 口腔内セット後
　1～2分の間

Dreparation &
Sementing Point

インレー／アンレー クラウン ラミネートベニア

① ② ③

歯質以外の
修復物に

ラミネートベニアの
歯面処理は

「G-プレミオボンド」
のみ使用

ラミネートベニア

混和液（G-プレミオボンド
+G-プレミオボンドDCA）
20秒間放置▶強圧エアーで
充分（5秒間）に乾燥

G-プレミオボンド
10秒間放置
▶強圧エアーで
　充分（5秒間）に乾燥
▶10秒間光照射

インレー/アンレー/クラウン
修復物（イニシャルLiSiプレス）

天然歯

プライマー処理

レジンコア/
メタルコア

支台歯
①G-マルチプライマー
　プライマー処理▶充分に乾燥
②混和液（G-プレミオボンド
　+G-プレミオボンドDCA）
　20秒間放置▶強圧エアーで
　充分（5秒間）に乾燥

＋

1：1混和

1：1混和

1：1で混和することで
光重合型➡

デュアルキュア型に
（光＋化学重合）

あらゆる修復物に
対する接着力

光重合でも
化学重合でも
高い曲げ強さ

歯質への
強固な接着力



支台歯形成のポイント セメンティングのポイント

術前 歯面処理 装着エッチング処理 最終硬化シランカップリング処理 術後

●修復物へG-マルチプラ
イマーを塗布し、充分
に乾燥

G-マルチプライマー

試適

《インレーの装着ステップ》

ジーセム リンクフォース
トライイン ペースト

●必要に応じてジーセム リンクフォー
ス トライイン ペーストを用い接着前
の試適による色調確認材

●色調確認後は、充分な水洗・乾燥

※レジンセメント
　同様の4色を
　用意
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●咬合面：1.5mm以上
●軸面部：前歯1.2ｍｍ以上 /臼歯1.5mm以上
●マージン部：1.0mm以上
●軸面形成：2面形成 /6～10度のテーパー
●マージン部形成：10～30度のテーパー
 ：ディープ（ヘビー）シャンファー/ラウンドシャンファー

ポイント
●咬合面：0.7mm以上
●軸面部：0.6mm以上
●マージン部：0.6mm以上
　　　　　 ：咬合接触部/咬耗部は避ける
●形成：エナメル質に出来る限り留める

ポイント
●咬合面：1.0mm以上
●裂溝部の深さ：1.0ｍｍ以上
●裂溝部の幅：1.0ｍｍ以上
●裂溝部テーパー：6度
●隣接面の形成：ショルダー形成

ポイント

オールセラミックス
プレパレーションバー

包装●1函：１セット9本入
単品包装：各形態1本
歯科用ダイヤモンドバー　ジーシー　スムースカット 
一般医療機器　23B2X00038000007
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PR17 BR20

切端・唇面デプスカット用
軸面形成用

舌面・小臼歯
咬合面形成用

臼歯咬合面
形成用

 舌面窩形成
適度な形態が舌面窩や小臼歯咬
合面の形成を効率よく行います。

 臼歯咬合面形成
軸面形成用のバーで
軸面形態を整えた後、
BR20で咬合面を形
成します。

 前歯支台歯形成
① 切端のデプスカット
② 唇面のデプスカット
③ 軸面形成:適度なテーパーとシャンファー形態が効率                
　 よく形成できます。
※ SBR5は主に小臼歯に使用します。

《マージン形成ポイント》

0.8mm
以上

ラウンドショルダー ディープ（ヘビー）シャンファー ジャンプマージン ナイフエッジ

0.8mm
以上

歯科接着用レジンセメント（デュアルキュア型）

G-CEM LinkForce 接着阻害因子ジーセム リンクフォースを用いた装着フローのポイント
□仮着材・仮封材の残留
□支台歯の汚染
　（プラークなどの沈着物）
□唾液/血液/滲出液
□シリコーンオイル
　（適合検査材）など

✓
✓

✓
✓

インレー／アンレー クラウン
ラミネートベニア 試適・調整

必要に応じてジーセム リンクフォース 
トライイン ペースト
を用い接着前の試適による色調確認
（レジンセメント同様の4色を用意）

装着

ジーセム
リンクフォース

支台歯 仮着材・
仮封材を除去 水洗・乾燥 プライマー・処理・乾燥

《支台歯》

《補綴修復物》
リン酸で清掃し、
充分に水洗・乾燥

シランカップリング
処理・乾燥

修復物の内面を
リン酸で
清掃し、充分に
水洗・乾燥

G-マルチプライマーを
塗布
《目的》レジンセメントとの
接着を促進させるために

歯質

メタル・
レジン歯質 または

レジンセメント

歯質・支台歯接着面処理

G-マルチプライマー

修復物

修復物
接着面処理

G-マルチプライマー

G-プレミオボンド＋
G-プレミオボンドDCA

1：1混和

ジーセム
リンクフォース

仮着材などの取り
残しがないように除
去する

ラミネートベニア 1｜2 クラウン ｜1

●ラミネートベニア/クラウンの症例

イニシャル
LiSi プレス
イニシャル
LiSi プレス

歯科接着用レジンセメント（デュアルキュア型） ジーセム リンクフォースの特長
：ジーセム リンクフォース
：自社従来製品

リチウムシリケート
ガラスセラミックス

（イニシャルLiSiプレス）

ジルコニア※ セラミックス 金合金 ハイブリッドレジン
（CAD/CAM冠含む）

【試験方法】  ISO 11405: 2015に準拠、表面状態: #600研磨、
セメント硬化方法: self cure、24時間後の接着強さ
※ジルコニアのデータはジーセム リンクフォースのみ
ジーシー研究所データ
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【試験方法】 ISO40409: 2009に準拠
ジーシー研究所データ
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：光照射あり
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●各液をディスポディッシュに1滴ずつ採取と
充分（5秒間）に混和

●混和液を歯面に充分に塗布し20秒間放置
●強圧エアーで充分（5秒間）に乾燥

1：1混和

ジーシー エッチャント

●試適後の修復物の清掃/窩洞部エナ
メル質のエッチング処理
●エッチャントを塗布後は充分に水
洗・乾燥

ジーセム リンクフォース/レジンセメント

●最終硬化
・光照射：各方向か
ら20秒照射

・化学重合：口腔内
セット後4分間保
持

●修復物接着面にレジンセメントを
塗布し装着

●余剰セメントの除去
・光照射：約1～2秒照射
・化学重合： 口腔内セット後
　1～2分の間

Dreparation &
Sementing Point

インレー／アンレー クラウン ラミネートベニア

① ② ③

歯質以外の
修復物に

ラミネートベニアの
歯面処理は

「G-プレミオボンド」
のみ使用

ラミネートベニア

混和液（G-プレミオボンド
+G-プレミオボンドDCA）
20秒間放置▶強圧エアーで
充分（5秒間）に乾燥

G-プレミオボンド
10秒間放置
▶強圧エアーで
　充分（5秒間）に乾燥
▶10秒間光照射

インレー/アンレー/クラウン
修復物（イニシャルLiSiプレス）

天然歯

プライマー処理

レジンコア/
メタルコア

支台歯
①G-マルチプライマー
　プライマー処理▶充分に乾燥
②混和液（G-プレミオボンド
　+G-プレミオボンドDCA）
　20秒間放置▶強圧エアーで
　充分（5秒間）に乾燥
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1：1混和

1：1混和

1：1で混和することで
光重合型➡

デュアルキュア型に
（光＋化学重合）

あらゆる修復物に
対する接着力

光重合でも
化学重合でも
高い曲げ強さ

歯質への
強固な接着力



歯科接着用レジンセメント　ジーシー　ジーセム　リンクフォース
管理医療機器　228AABZX00004000
歯科用エッチング材　ジーシー　エッチャント
管理医療機器　221AABZX00184000
歯科用接着充填材料　ジーシー　Gーマルチプライマー　
管理医療機器　228AABZX00003000
ジーシー　Gープレミオ ボンド　「ジーシー　Gープレミオ　ボンド　DCA」付
管理医療機器　226AABZX00098000

※掲載の価格とジーシー研究所測定の参考データは、2024年8月現在のものです。

ご使用に際しましては、必ず製品の
電子添文をお読みください。
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